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1，はじめに
　シンガポール華人の歴史は、19世紀まで遡
ることができる。1）1819年、ラッフルズのシ
ンガポール上陸と同時に、シンガポールが貿
易港として開港し、中国から多くの人々が労
働者として流入した。彼らは出身地（主に中
国華南地域）ごとによるコミュニティを築い
ていった。その中核をなしたのが、華人が設
立した組織である。2）現地の政府から何の支
援も得られなかった華人たちは、相互扶助の
システムである出身地や方言を基礎とする組
織を次々と設立していった。3）これら華人た
ちの組織は、シンガポールでは一般的に、「華
人会館」または「宗郷会館」と呼ばれている。
宗郷の「宗」は宗親つまり血縁を指し、「郷」
は同郷つまり地縁を指す。華人会館とは、華
人の血縁および地縁による組織のことであ
る。
　シンガポール独立前までは、地縁組織は増
加を続けていたものの、独立後の増加は、ほ
とんど見られなくなっている。華人会館のな
かには、「広東呉氏書室」や「潮州楊氏公会」
といったように、血縁と地縁が一体化した会
館も少なくない。私の知人で先祖が広東省潮
安県出身という黄氏は、「広東会館」、「潮州八
邑会館」、「潮安会館」、「潮州江夏堂（江夏とは
黄姓を示す）」など、複数の華人会館のメン
バーを兼ねている。黄氏のように、先祖がそ
の土地の出身者であるというだけで、そこで
生まれ育っていないにもかかわらず、先祖と
関連する宗郷会館に重複して入会していると
いう人は少なくない。同義として捉えられが
ちな、海外における日本の県人会と異なる点
はここである。
　本研究では、シンガポールの華人会館が、
シンガポールの独立を経てどのように変容し
てきたのか、また、特に近年になって、どの
ような動きがみられるのかといったことを考
察している。本研究ではまた、今後、華人会
館がどのように変容していくべきであるかと
いう提言も行った。
2，華人会館の成立の背景
　シンガポールにおける華人会館は、大きく
３つの性質に分類されている。上述の血縁組
織および地縁組織以外には、生業を同じくす
る業縁組織がある。
　血縁組織といっても、広義の意味での血縁
であって、親族であるとは限らない。先祖ま
で遡ると、血縁関係に辿り着くと考えられる
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同姓によるものである。また、中には単一の
姓による組織だけではなく、いくつかの姓の
人々によって組織されたものもある。シンガ
ポールで最初の血縁組織は、曹を姓とする人
たちによる「曹家館（1819年設立）」である。
シンガポールの血縁組織では、1920年代から
1930年代に設立されたものが半数以上を占め
ている。4）
　地縁組織について言えば、省、府、県、郷、
村といった様々なレベルのものが存在する。5）
シンガポールの場合は、中国華南地方を由来
とするものが大半を占めているが、基本的に
は、それぞれの地域で使用されている方言に
基づいて組織されたものである。例えば、広
東省の場合では、広東語を使用する人々、潮
州語を使用する人々、海南語（現在の海南省
は、当時は広東省の一部であった）を使用す
る人々、客家語を使用する人々などによっ
て、組織が細分化されている。6）シンガポー
ルで最初に設立された地縁組織は、「寧陽会館
（1822年設立）」である。
　19世紀末から20世紀初頭にかけてのシンガ
ポール華人社会では、華語（北京官話）がま
だ普及しておらず、華人は、主に自らが話す
方言ごとに、生活圏を異にしていた。当時
の業縁組織も、方言色が強かった。例えば、
「新加坡樹膠公会（1919年設立）」7）は、ゴム
の製造及び加工品を取り扱う業者の組織であ
る。その大半の加入者が福建省南部（同安な
ど）を出身地とする華人であった。「新加坡
当商公会（1920年設立）」は、質屋を営む店
によって組織され、大半の加入者が客家系華
人であった。8）「新加坡車商公会（1932年設立）」
は、設立当初は自転車業を営む業者によって
組織され、人力車、自動車業務へと発展した
組織であるが、大半の加入者が福建省北部（福
清、興化など）出身の華人であった。9）よって、
当時設立された多くの業縁組織は、地縁組織
を兼ねていたとも言える。10）
　当時のシンガポールでは、これら地縁、血
縁、業縁組織が、華人社会では重要な役割を
果たしていた。当時、中国からの移民は、シ
ンガポールに到着すると、まず自分の出身地
または方言グループと関係のある組織に出向
き、その会館のメンバーとなり、場合によっ
ては、会館から仮の住処や仕事を提供しても
らうことが少なくなかった。11）華人会館は、
メンバーに対してこのような便宜を図るだけ
ではなく、故郷との連絡役（手紙の中継地）
を担ったり、また埋葬の手配などを行ったり
8） 新加坡当商公会については、以下を参照：
「新加坡当商公会ホームページ」http://www.
singpawn.org/index.cfm
9） 新加坡車商公会については、以下を参照：
「新加坡車商公会ホームページ」http://www.
autoparts.com.sg/
10） 現在の業縁組織は、方言の衰退などによって地
縁的な色彩は薄れてはいるものの、一部の職種
（質屋など）はなおも９割以上が、同じ方言グ
ループによって独占されている。
11） 当時の華人移民の形態は、大きく２つに分けら
れる。1つは、現地で建設業などの労働に従事
するために、渡ってきた「苦力」と呼ばれた
人々である。「苦力」には、自費で渡ってきた
者、知人や仲介者などから借金をして渡ってき
た者、中には騙されて連れて来られた者もいた。
現地の雇い主は、彼らに簡易住居および食事を
提供した。労働は過酷であり、病気になったり
命を落としたりする人もいた。もう１つは、自
由に職を探した人々である。先に現地に渡航し
ている親族や同郷人を頼って渡航してから、職
を探す「連鎖移民」、渡航費を工面して個人で
渡航して職を探す「流寓」などである。渡航後、
現地の会館を利用する移民は、主に、後者の「連
鎖移民」や「流寓」が多かった。詳細は以下を
参照：潘翎主編『海外華人百科全書』、三聯書店、
1998年、60-61頁。
4） 当時設立された組織で、現在まで活動が継続さ
れている組織はいくつもある。例えば、「南安会
館（1924年設立）」は、福建省南安出身者によっ
て設立された地縁組織であり、設立の目的は、
同郷との交流を深め、福祉の向上にともに努め
ることと、鳳山寺の運営である。「義安公司（1830
年設立）」は、広東省潮州の出身者によって設
立された地縁組織であり、設立の目的は、同郷
との交流を深めることであり、かつては、墓地
を購入して同郷人のための埋葬業務も行ってい
た。「福清会館（1910年設立）」は、福建省福清
出身者によって設立された地縁組織であり、設
立20年以内に小学校、医院を設立するなど、同
郷人および現地の華人の福利厚生や教育活動に
貢献してきた。
5） 呉華『新加坡華族會館志 第一冊』、南洋學會出版、
1975年、28頁。
6） 陳韋賰「従福州人移民海外談起」、『三山季刊』、
第49期、出版年不詳、２頁。
7） 新加坡樹膠公会については、以下を参照：「福
建省情資料庫」 http://www.fjsq.gov.cn/ShowText.
asp?ToBook=3161&index=1880&
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もしていた。12）
　当時の各組織の目的は、「同郷人のための福
利厚生と教育」という点で、ほぼ共通してい
た。例えば「本館は、方言を同じくする者の
交流を図り、商工業の発展を推し進め、慈善
教育公益事業を行うことを目的とする」13）（南
洋客属総会）、「本館は、交流を図り、情報を
交換し、相互扶助を行い、福利と社会公益を
推し進めることを目的とする」14）（新加坡瓊
州会館）、「同郷人との親睦を深め、公益のた
めに相互扶助を行い、教育を推進することを
目的とする」15）（新加坡潮州八邑会館）など
である。
　華人会館は、特に19世紀末期から20世紀初
期にかけて、華人社会に必要な学校、病院な
どを設立し、教育、就労、福利厚生といった
面で、メンバーおよびその家族の生活を全面
的にサポートし、英国植民地政府に代わって
華人社会を支え、華人社会の中で不可欠な存
在として機能してきた。華人会館は、第２次
世界大戦中、機能を一時停止させたものの、
戦後になると、メンバーに対する教育、医療、
就労、祭祀、冠婚葬祭業務を再開させ、華人
社会のなかで、ふたたび重要な役割を担うよ
うになった。
　筆者が、19世紀末期から20世紀初期にかけ
ての華人会館の役割の中で、最も重要な役割
の１つであると考えているのは教育事業であ
る。当時シンガポールの植民地政府は、民族
言語教育への支援には無関心であり、また、
強い排斥政策を行うこともなかったため、そ
の自由な空間のなかで、華人会館や華人企業
家が積極的に華文学校を設立していった。16）
　1905年から1920年にかけての間に、華文学
校が36校設立された。当時設立された華文学
校は、ほぼすべてが、方言を教育媒介言語と
しており、華人会館によって設立された多く
の華文学校も同様であった。17）方言グループ
を基本とした華人社会が形成されていったの
である。
　1920年代以降は、華語教育が普及し、教育
媒介語は方言から、華語に移行していくこと
になった。18）これら華文学校は、シンガポー
ル華人社会を支える人材を育成するための重
要な存在となり、華文学校は、中華文化の継
承および華人アイデンティティの涵養に大き
な役割を果たすことになった。そして、華人
社会は、華語を媒介語として、各方言グルー
プから、１つの華人社会としてまとまるよう
になった。その過程でも、華人会館と華文学
校は常に密接な関係を保っていた。
3，華人会館の衰退
　1959年、シンガポールが英国から自治権を
獲得してからは、華人会館を取り巻く環境が
大きく変わることになった。1965年のシンガ
ポール独立以降、華人会館がこれまで担って
いた役割を、政府が全面的に担うようになっ
たからである。当時、シンガポール政府が積
極的に推進したHDB住宅（公共住宅）の建設
と土地開発によって、方言群による華人の住
み分けが解体されたことも、華人会館衰退の
16） 合田美穂「新加坡與香港的福建社團及其教育事
業的比較」、『亞洲文化』2007年第31期、161頁。
17） 例えば、客家系の「応和会館」および「茶陽会館」
がそれぞれ設立した「応新学校（1905年設立）」
および「啓発学校（1906年設立）」は、教育媒
介言語が客家語であり、「海南会館」が設立した
「育英学校（1910年設立）」は、教育媒介言語が
海南語であり、「福建会館」が設立した「道南学
校（1906年設立）」や「崇福学校（1907年設立）」
は、教育媒介語が福建語であった。詳細は以下
を参照：鄭良樹『馬來西亞華文教育史』、第1分冊、
1998年、162頁。
18） 湯鋒旺「二戦前新加坡華人“会館辦学”研究」、『東
南亞研究』、2012年第４期、４頁。
12） 当時は、中国の故郷に遺体を移送する業務も行
われていたが、その一方で、現地で墓地を購入
し、会員のために埋葬業務も行う会館もあった。
例えば、応和会館は、雙龍山に墓地を所有して
おり（詳細は以下を参照：呉龍雲、洪燕燕、潘
慧珠「新加坡客家会館（上篇）：応和会館、恵
州会館、広西 高州会館」、黄賢強編『新加坡
客家』、広州師範大学出版社、2008年、33、40頁）、
三山会館は、三江公墓という墓地を所有してい
た（詳細は以下を参照：呉華『新加坡華族會館
志 第一冊』、南洋學會出版、1975年、４頁）。
13） 南洋客属総会「南洋客属総会章程」、『南洋客属
総会第三十五至三十六周年特刊』、南洋客属総
会、1967年、201頁。
14） 新加坡瓊州会館「新加坡瓊州会館天后宮大廈落
成紀念特刊」、新加坡瓊州会館、1965年、87頁。
15） 新加坡潮州八邑会館「潮州八邑会館章程」、『新
加坡潮州八邑会館四十周年紀念特刊』、新加坡
潮州八邑会館、1969年、199頁。
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大きな要因であった。HDB住宅が建設された
新しい人口集中地区には、華人会館が新たに
設立されることはなかった。政府は、そういっ
た地区には、積極的にコミュニティ･センター
を設立し、多民族からなる居住者に対して、
居住地への愛着心を植えつけることに力を費
やしたのであった。19）
　また、独立直後のシンガポールでは、反共
産政策を掲げていた周辺諸国から、「中国色の
強い国家」であると周囲からみなされること
を避けるために、できるだけ華人色を排除し、
シンガポール人としての国家アイデンティ
ティの創造および国民統合を推し進めなけれ
ばならなかった。20）政府にとっては、華人会
館を含めた各民族グループの組織による活動
は、政府の政策の大きな障害になると考えら
れるようになっていたため、華人会館の活動
を支援するような政策を、政府は一切採るこ
とはなかった。
　このような背景から、1960年代以降、華人
会館の存在価値は、次第に低くなり、華人会
館は、とりわけ若い会員を獲得することに困
難を極め、衰退していったのである。21）シン
ガポール政府は、華人を含めたすべての国民
を保護するため、そして、国民の権益を守る
ために、数々の新しい政策を打ち出していっ
た。それによって、華人社会の支柱となって
いた華人会館が衰退していくのは自然な流れ
であった。
　1957年に新教育法が施行されてからは、多
数の華文学校が政府の公立学校へと移行され
ることとなった。華人会館が運営していた学
校も同様であり、華人会館の学校に対する影
響力は弱まっていった。22）更に、1984年から、
華文、マレー語、タミル語の民族言語が、英
語を第1言語とする２言語教育体系の中に組
み込まれることとなり、1987年に、華文学校
と英文学校が完全に統合され、華文学校が消
滅することになったのである。以降、シンガ
ポール政府が積極的に推進した英文を第１言
語とする２言語教育によって、若い世代の華
人は英語を好んで使用するようになった。英
語運用能力が高い者が、シンガポールでの就
職や進学において、より有利になり、若い世
代の英語化が加速されていった。若い世代の
華人は、次第に、華文ならびに華人文化に対
して、一世代前の華人のように強い関心を持
たなくなったのである。23）
　また、1980年代から始まった「スピーク・
マンダリン・キャンペーン（講華語運動）」
によって、方言を話さずに華語を話すことが
奨励された。当時まだ多くの華人家庭で使用
されていた方言は、初等教育において英語と
華語の２言語を学習することへの障害になる
と考えられたからである。「スピーク・マン
ダリン・キャンペーン」開始後、広東語によ
る香港映画は、華語による吹き替えに変わり、
テレビやラジオからも方言が姿が消えた。そ
の後、方言を話せない若者が増加した。そし
て、方言文化の色彩が強い華人会館（特に地
縁会館）に対して、関心や親近感を持つ若者
も減っていった。24）そういった変化によって、
人々の華人会館に対する関心や興味も、更に
自然と薄らいでいくことになった。
　「シンガポールで生まれ育った華人の人生
観、世界観、そして、活動空間に至って、す
べて、地縁・血縁組織の限界を超えている」
25）と、歴史学者である林孝勝がいうように、
現在のシンガポール華人にとって、華人会館
はもはや重要な存在ではなくなっていったの
19） 合田美穂「新加坡與香港的福建社團及其教育事
業的比較」、『亞洲文化』2007年第31期、12頁。
20） 曾玲「社会変遷與当代新加坡華人宗郷社団的轉
型與発展」、李元瑾編『新馬印華人族群関係與
国家建構』、新加坡亞洲研究学会、2006年、84頁。
21） 曾玲「社会変遷與当代新加坡華人宗郷社団的轉
型與発展」、李元瑾編『新馬印華人族群関係與
国家建構』、新加坡亞洲研究学会、2006年、84頁。
22） 合田美穂「新加坡與香港的福建社團及其教育事
業的比較」、『亞洲文化』2007年第31期、４頁。
23） 曾玲「社会変遷與当代新加坡華人宗郷社団的轉
型與発展」、李元瑾編『新馬印華人族群関係與
国家建構』、新加坡亞洲研究学会、2006年、84頁。
24） 当時の言語政策については以下を参照：合田美
穂「中国語教育の比較文化論：シンガポール
と香港を例として」、『甲南女子大学大学院論集　
人間科学研究編』第2号、2004年3月、および、
合田美穂「シンガポールと香港における福建組
織の教育事業の比較研究」、日中社会学会編『日
中社会学研究』第12号、2005年３月。
25） 林孝勝『新加坡華社與華商』、新加坡亜州研究
学会、1995年、270頁。
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である。
4，華人会館の転機：「新加坡宗郷会館聯合総
会」の設立
　華人会館に転機が訪れたのは、1986年であ
る。1985年、主な華人会館の代表者が会議を
開き、華人会館の組織力および社会への影
響力を強化するために、各華人会館を統括す
る全国的な組織を成立させる方針を打ち出し
た。翌年、オン・テンチョン第２副首相（当時）
の支持を得て、127の華人会館の賛同の下で、
華人伝統文化の継承および発揚、政府と華人
社会との間における架け橋としての任務の遂
行、華人会館の組織力の強化を目的とする「新
加坡宗郷会館聯合総会」が設立された。26）
　独立後のシンガポールでは、国民統合のた
めに、各民族グループによる活動が抑えら
れてきた。とりわけ、華人に対しては、「中国
色」を排除する政策がとられてきた。しかし、
1980年代以降は、様相が変容していく。「各
民族グループが自らの文化やルーツを知るこ
とこそが、国民統合の重要なカギになる」と
いう考え方が、政府によって語られるように
なり、華人会館の存在価値があらためて見直
されるようになったのである。
　その後の10年間、「新加坡宗郷会館聯合総
会」の主導の下で、各華人会館は、活動を徐々
に活性化させていった。例えば、華人伝統行
事に関するイベントの開催（2014年秋季の場
合は、符氏社や新加坡客属黄氏公会が、伝
統的な秋祭を実施）、後継者育成のための青
年団の設立（2013年現在では、宗郷会館聯合
総会および31の華人会館に、青年団が設立）、
華人文芸活動活性化のためのダンス部の設立
（岡州会館楽劇部27）など）、合唱団の設立（南
洋客属総会合唱団28）など）、ドラゴンダンス
部の編成（鶴山会館国術醒獅団29）や岡州会館
舞獅国術部など）、中国地域食文化の伝播の
ための食文化講座（2014年の場合は、「潮州美
食講座」30）など）、華人文化についての理解
を深めるための学術セミナーの開催（2014年
秋季の場合は、宗郷会館聯合総会主催の「関
公（関羽）文化講座」31）など）である。
　「新加坡宗郷会館聯合総会」は、上述の諸
活動以外にも、南洋理工大学内に研究機関の
「華裔館」32）を設立したり、季刊誌『源』お
よび月刊リーフレット『宗郷簡訊』を発行し
たりしている。そして、「宗郷会館聯合総会」
成立時には70であった団体会員数は、2000年
初期には２百近くになり、現在では３百以上
にまで増加した。
　1957年に新教育法が施行され、多数の私立
の華文学校が政府の公立学校へと移行される
こととなったことは上述したが、華人会館は、
「華人文化の保存と継承」という形で、華人
会館が設立した旧華文学校とは、なおも関係
を保っている。華人会館が設立した旧華文学
校は、すべてが政府の公立学校へと移行され
たものの、華人会館は、伝統行事に関する活
動の開催、奨学金の授与などを中心に、継続
して手厚い支援を行っている。また、学校の
理事には、華人会館の理事が名を連ねている
ケースも多い。33）初等教育においても、旧華
26） 曾玲「社会変遷與当代新加坡華人宗郷社団的轉
型與発展」、李元瑾編『新馬印華人族群関係與
国家建構』、新加坡亞洲研究学会、2006年、86‐
87頁。
 「新加坡宗郷会館聯合総会」についての詳細は、
以下を参照：http://www.sfcca.sg/
27） 岡州会館楽劇部は、1947年に組織されて現在に
至っている。最近の活動は以下を参照：http://
www.chinanews.com/hr/2013/11-04/5458203.
shtml
28） 南洋客属総会合唱団は、1987年に設立された。
2004年以降、国内外でのコンクールにおいて、
入賞を重ねている。例えば、2006年のシンガポー
ル国際合唱コンクールにて金賞、2009年にも同
コンクールで特別金賞、2010年の北京国際合唱
コンクール高齢者の部で金賞を得ている。詳細
は以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/1069
29） 鶴山会館国術醒獅団の歴史は古く、1920年に設
立された。詳細は以下を参照：http://sghoksan-
cl.blogspot.hk/p/blog-page.html
30） 「潮州美食講座」の詳細は以下を参照：http://
www.sfcca.sg/node/1308
31） 「関公文化講座」の詳細は以下を参照：http://
www.sfcca.sg/node/1377
32）「華裔館」の詳細は以下を参照：http://chc.ntu.
edu.sg/Pages/index.aspx
33） 筆者は、こういった理事について、「象徴資本」
という見方から分析を行った。詳細は以下を参
照：合田美穂「シンガポール華人企業家にみ
られる象徴資本－黄祖耀を例として－」、甲南
女子大学大学院論文集、『社会学研究』第19号、
2001年3月。
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人会館系の学校は、伝統的な校風、華人社会
からの支援の厚さなどから、現在でも人気が
高い。34）
　政府は、1980年代後半から、第2言語であ
る民族言語の重要性を打ち出した。中等教育
においては、伝統的な旧華文学校を「特選学
校」として制定し、華文を英文とともに第1
言語として履修させることとなった。リー・
シェンロン首相も、「特選学校」の卒業生であ
り、華語も堪能である。こういった「2言語
エリート」を育成するのも「特選学校」の重
要な役割となっている。「特選学校」の一部は、
現在も華人会館からの支援を得ている。華人
会館は、かつてのように直接学校運営に関わ
ることはなくなったが、このような形で、シ
ンガポールの教育に貢献し続けている。
5，華人会館の新たな役割：中国・新移民と
のつながりの強化
　近年、華人会館の活動に、新たな動きが見
られるようになっている。注目に値するのが、
華人会館、中国および中国系新移民とのつな
がりの強化である。1990年代以降、シンガポー
ルと中国の国交樹立、中国の改革開放政策に
ともなって、華人会館と中国との間では、ビ
ジネスや人的交流を目的とした、交流団や視
察団などによる交流が増加した。2009年には、
アジア太平洋経済協力会議でシンガポールを
訪問していた胡錦濤国家主席が「宗郷会館聯
合総会」に「正式に」招待された。35）
　近年は、文教方面における中国との関係も
深まっている。例えば、「宗郷会館聯合総会」
は、毎年、５名の高校卒業生の中国著名大学
への進学に際して、年間１万５千シンガポー
ルドルの支援を４年間提供することになっ
た。
　中国系新移民の増加によって、近年、新移
民による組織（中国からの移民による「天府
会」、「山西会館」、「華源会」、「天津会」、および、
香港からの移民による「九龍会」36）など）が
設立されるようになっているが、華人会館は
これらの組織との交流も積極的に行うように
なっている。
　「新加坡宗郷会館聯合総会」は、こういっ
た新移民の組織に対してだけではなく、新移
民個人のために、「新移民とシンガポール社会
シリーズ講座」と呼ばれる講座やイベント（例
えば、「シンガポール社会との関わり方を紹介
する講座」、「シンガポール華人社会の行事で
ある中元節を紹介する講座」、「他民族を紹介
する講座」、「華人会館の人々との交流会」な
ど）を定期的に開催するようになっている。
37）
　「新加坡宗郷会館聯合総会」は、2007年か
ら毎年、8月の建国記念日に合わせて、「愛国
歌曲大合唱」を開催している。当初は、主に
36） 筆者は「九龍会」の成り立ちについての調査を
実施した。詳細は以下を参照：合田美穂（共著）
「シンガポールにおける日本人会と九龍会の比
較」、中牧弘孜編『日本の社縁文化』、東方書店、
2003年7月。
37） 最近では、2014年6月に開催された、「シンガポー
ル社会に溶け込むための講座」では、新移民が
どのように現地社会に溶け込む方法、シンガ
ポール人の新移民に対する見方などが、弁護士
でもあり心理療法士でもある専門家によって解
説された。該講座についての詳細は、以下を参
照：http://www.sfcca.sg/node/1397
 2013年10月に開催された「シンガポール人の集
団潜在意識を読み取る講座」では、心理療法士
である専門家によって、シンガポールの多民族
国家という背景や、シンガポール人の独特な思
考についての紹介がなされた。該講座について
の詳細は、以下を参照：
 http://www.sfcca.sg/node/1258
 興味深い活動は、2014年4月に開催された「シ
ンガポールのインド族の歌舞風情」を紹介した
講座である。ヒンズー教、ヒンズー教徒の習慣、
神話、伝統行事などを、流暢な華語で紹介した
のが、インド族である弁護士である。このよう
に華語を流暢に話せる非華人が多いことも、多
民族国家シンガポールならではである。詳細は
以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/1362
34） 筆者の福建系会館関係者への聞き取りによる
と、一部の旧会館系の小学校では、会員の子女
の優先入学枠があり、そのために会員になる若
い親もいるほどであるという。
35） 1990年代、筆者は、中国の大使館や領事などが
招待されている華人会館のイベントに、何度か
出席したことがある。また、1990年代、シンガ
ポールを公式訪問した中国の李鵬首相（当時）
は、旧知の華人会館の主席に招待されて、会館
関連のイベントに参加していた。しかし、こう
いった首相や大使などの会館への参加は、公的
なものではなく、会館が私的に招待したもので
あった。
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シンガポール人が、この活動に参加していた
が、近年は、新移民も招待されて参加するよ
うになっている。例えば、2011年8月の「愛
国歌唱大合唱」の場合は、19の華人会館から
代表およびパフォーマンス要員が派遣され
た。その他、新移民組織の「天府会」および
「天津会」のメンバー、「福建会館」が設立し
た南僑中学および光華小学校の児童生徒合わ
せて、合計４百人近くが参加し、パフォーマ
ンスを行っている。38）
　その他、2013年4月、「福建会館」が企画し
た「天福宮の見学会」に、150人の新移民が
招待され、シンガポールに根付く中国の地方
文化に触れた。また、同年7月には、「岡州会館」
が企画した「会館の文物展示会および地方劇
の鑑賞会」に、新移民を含む80人の人が招待
された。39）
　華人会館と新移民のつながりの強化が目立
つようになった要因の一つには、リー・クア
ンユー元首相が、2011年に、「新加坡宗郷会館
聯合総会」と「中華総商会」が主催するイベ
ントに出席した際の提案がある。リー・クア
ンユー元首相は、「方言を話す若者が減ってい
く中で、シンガポールの華人会館、とりわけ
方言グループに基づく同郷会館は、21世紀の
時勢にかなうように変容しなければならな
い」、「新加坡宗郷会館聯合総会と中華総商会
はともに、将来の役割について、あり方を
見直さなければならない。同郷人や同姓の華
人を支援するだけではなく、広東、福建、上
海などから来た新移民が、シンガポールで仕
事をする際に必要とされる英語を掌握するた
めに力を貸し、新移民が順調にシンガポー
ルに溶け込めるように支援しなければならな
い」と意見を述べた。そして、具体案として、
「新加坡宗郷会館聯合総会と中華総商会はと
もに、政府と協力し合って、シンガポール全
域にあるコミュニティー・クラブ、コミュニ
ティー・センターにおいて、新移民のための
英語コースを開催し、新移民に毎週２～ 3時
間の講義を受けさせるなどして、英語を掌握
させるのはどうか」と提案した。40）, 41）
　近年、中国との関係の強まり、新移民の急
増によって、華人会館の新移民に対する支援
は、一層重要になるであろうと考えられる。
中国からの新移民の多くが、シンガポールの
言語環境のみならず、英文教育を受けてきた
シンガポール人の思考方式、コミュニケー
ション方式に馴染めないといった話は、よく
聞かれるため、こういった企画は非常に有用
であると言える。
　19世紀後期から20世紀初期にかけて、中国
から渡ってきたかつての移民が、華人会館を
頼ったように、現在、新移民たちも新移民組
織を頼る傾向がある。従来の華人会館が、新
移民組織とのつながりを強化すること、そし
て、新移民がシンガポール社会に溶け込んで
いけるような機会を提供することは、現在の
シンガポールにとって、必要なことであろう。
華人会館がその役割を果たし、それによって
活性化の機会が得られることは、一石二鳥で
あるといえる。
38） 「愛国歌唱大合唱」の 詳細は、以下を参照：
http://www.sfcca.sg/node/393
39） 司徒暁昕「新加坡多名新移民華人会館走透透　
認識華族文化」、『聯合早報』、2013年11月4日。
40） 「リー・クアンユー元首相の談話」について
の詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/
node/401
41） 1990年代後半、筆者は、新移民のAさん（匿名
希望、インタビュー当時40代後半、男性、専門
職として中国からシンガポールに移民）より、
以下の話を聞いた：1990年代初期は、中国から
の新移民は、専門職、高所得者、高学歴者が中
心であり、人数もさほど多くはなかった。Aさ
んは、シンガポールへの移民当初、現地にあま
り知り合いがおらず、交友関係を広めたい、出
身地に縁を持つ人と知り合いになりたいという
気持ちから、自らの中国の出身地と関係のあ
る華人会館に、入会の意思を示した手紙を書い
たが、返信がなかったという。Aさんは、「同郷
人ならだれでも、華人会館に入会可能であると
思っていたが、そうではなかったようだ。華人
会館にとっての同郷人とは、かつてシンガポー
ルに移民してシンガポールの礎を築いてきた人
ならびにその子孫を指しており、新移民は含ま
れないのかもしれない」と語っていた。しか
し、筆者の知るところでは、Aさんが入会の意
思を示したという会館は、近年、新移民のため
の文化活動を支援している。この会館の変容も、
リー・クアンユー元首相が、華人会館に対して、
新移民を支援することを奨励したことと無関係
ではないだろう。
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6，華人会館の活性化への「公的な」後押し
　リー・クアンユー元首相が、華人会館の活
動に参加しはじめたのは、最近になってから
のことではない。1990年代以降、「新加坡宗郷
会館聯合総会」や華人会館が主催する主要な
行事の場に、国会議員が、時には首相や大統
領などが「主賓」として出席することや、自
らの父祖の地や姓を同じくする会館の「名誉
顧問」として名を連ねることは、珍しくはな
かった。リー・クアンユー元首相も、1990年
代にはすでに「李氏総会」の名誉顧問として
名を連ねていた。
　しかし、首相級の人物が、「主賓」や「名誉
顧問」ではなく、「公的」に会館に参与するよ
うになったのは、最近になってからのことで
ある。2011年8月、シンガポール建国46周年の
祝宴が「新加坡宗郷会館聯合総会」において
開催された際に、数名の閣僚とともに出席し
たリー・シェンロン首相は、総会設立25年目
に際して、「新加坡宗郷会館聯合総会」の「初
代賛助人」42）となることを、初めて「公的に」
宣言した。そして、「初めて、華人社会ととも
に手を取り、華人社会と政府との交流および
協力関係を強いものとし、現地華人社会の団
結と発展を促進し、華人文化を推進し、社会
の凝集力を強化していきたい」と表明した。43）
　2012年1月、リー・シェンロン首相は、「新
加坡宗郷会館聯合総会」および「通商中国」
44）によって開催された新年の式典において、
「政府は、新加坡宗郷会館聯合総会がシンガ
ポール華族文化センターの設立を計画してい
ることに対して、支持し、応援していく」と
正式に宣布した。45）このように、華人会館は、
政府関係者の支持を「公的に」得ることによっ
て、「華人アイデンティティを支える組織」と
して、更にその存在がアピールされるように
なっている。
7，華人会館が直面する問題：「伝統」か「脱
伝統」か
　華人会館の活性化は、華人文化の継承や発
揚を考える意味でも、喜ばしいことである。
一時的に衰退していた華人会館の苦境を思
い、現在の活性化を喜ぶ会館関係者も多い。
しかしながら、これまでと同様に、若者の華
人会館離れ、後継者問題といった問題は潜在
している。
　筆者は、華人会館が、現在の活動内容につ
いて、今一度、振り返る必要がある時期に来
ていると考えている。この問題について、考
えるきっかけとなった、２名の会館関係者の
話を以下に紹介する。
　筆者が聞き取りを行った華人会館のメン
バー Bさん46）は、1980年から1990年代にか
けて、２つの会館のメンバーを兼ねており、
会館の活動の企画に積極的に関わっていた。
1986に「新加坡宗郷会館聯合総会」が成立し、
華人会館の活性化の後押しとなったことに勇
気づけられ、Bさんは自らが所属する２つの
会館で、多くの活動を積極的に企画するよう
になった。
　Ｂさんは、当時10年間、青年団の設立、伝
統行事に関連するイベントの企画などを実施
してきた。青年団は、現在でこそ、30以上の
華人会館において設立されているものの、当
42） 中国語の「賛助人」とは、一般的には経済的な
支援者のことを指し、いわゆるパトロンと同義
語である。しかし、リー・シェンロン首相が、
実際に経済的な支援を行っているかどうかは定
かではない。
43） 「リー・シェンロン首相の談話」についての詳細
は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/node/393
44） 「通商中国」は、2007年11月にリー・クアンユー
上級相（当時）が、中国の温家宝首相（当時）
の提案を受けて、正式に運営が開始された。そ
の目的は、「通商中国」が、華文・華語を基本的
な交流の媒介語とし、シンガポールの多元文化
の伝統を保持しながら、中国ならびに世界各
地の文化および経済との懸け橋となることであ
る。「通商中国」についての詳細は、以下を参照：
http://www.businesschina.org.sg/
45） 「華族文化センター」は、すでに着工されてお
り、2014年 9月 末に着工儀式が執り行われる予
定になっている。「華族文化センター」の賛助
人でもあるリー・シェンロン首相は、着工儀式
でも主賓として招かれている。「華族文化セン
ター」は、華人文化の保存、継承、発揚、なら
びに、現地の華人文化の推進し、同時に、各民
族グループ間の相互理解と和諧を促進すること
を目的としている。詳細は以下を参照：http://
www.sfcca.sg/node/1422
46） Bさん（匿名希望）は、インタビューした2007
年当時、50代前半、男性である。
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時はBさんが所属する会館の青年団が、さき
がけ的な存在の１つであった。
　華人会館では、著名な華人企業家が会長や
理事などを務めているケースが多い。普段の
生活において、なかなかそういった企業家と
面識を持つ機会がない若い華人が、青年団に
加入することで、会館に所属する華人企業家
と交流する機会を提供できるようにしたので
ある。その結果、30 ～ 40代を中心とする華
人が青年団に加入したという。「ビジネスの
世界で活躍する著名な華人企業家との交流
は、一般の社会活動ではめったに得られない、
華人会館ならではのメリットである」とBさ
んは考えていた。
　Bさんが企画したイベントは、華人の伝統
行事に関連したものが多いことも特徴的で
あった。例えば伝統行事と若者を結びつけた
「中秋節の月見パーティー」、「重陽節のハイキ
ング」、「新春華語歌唱コンテスト」などであ
る。「伝統と現代化の融合」として、メディ
アに取り上げられたこともあった。
　一方、別の華人会館のメンバーであるCさ
ん47）も、1990年代、所属する3つの会館の活
動に積極的に関わっていた。Cさんが所属す
る会館は、建物が比較的大きく、資金も潤沢
で、会館内部の設備も整っていた。Cさんも
Bさんと同様に、会館の活性化、特に若者の
参加を強く希望しており、ボランティアで熱
心に活動を企画した。
　Ｃさんは、会館の幹部と交渉して、若い世
代の参加を目的として、会館の設備をフルに
活用した現代的なイベントを、他の会館に先
駆けて企画した。「カラオケ大会」、「クリスマ
ス・ダンス・パーティー」などが代表的な活
動である。若者が興味を持ちそうな企画にし
たこと、参加費を無料にしたこと、非会員の
イベント参加も認めたことなどから、若い世
代の参加者は予想を上回ったという。その後、
多くの他の会館も、Cさんの企画に類似する
現代的な活動を行うようになった。
　前者のBさんは、「伝統行事」または「会館
ならではの特色」にこだわったために（例え
ば、クリスマス・パーティーといった企画
は行わなかった）、大幅な参加者を得ること
はできなかった。会館の他メンバーからは、
「もっと若者を獲得するために、伝統にこだ
わらず、若者を引き付ける現代的な企画をし
たほうがいい」と提案されたこともあったと
いう。
　Bさんは、「中国の地方に伝わる伝統的なグ
ルメ・フェスティバル」「中国将棋大会」など
といった、伝統や中国と関係がある企画をす
れば、参加者は興味のある人や当事者に限ら
れてしまい、若者の大量参加は期待できない
ことは重々承知していたが、他の会館と差別
化のないイベントや、会館や伝統行事とは無
関係のイベントを企画すれば、会館の意義が
なくなってしまう。そこだけは譲りたくな
かった」と強調した。
　Cさんが所属するような、設備が整った規
模が大きな会館や、潤沢な資本を持つ会館は、
無料でカラオケの設備を提供したり、広いラ
ウンジで立食パーティーなどを企画したりす
ることも可能であり、若者をひきつけるよう
な現代的なイベントを企画しやすい状況にあ
る。Cさんの考えは、Bさんとは異なっていた。
「クリスマス・パーティーは西洋の行事で会
館行事としてふさわしくない」と高齢者のメ
ンバーから苦言を呈されたこともあったとい
うが、「どんな内容であろうと、より多くの若
い人がイベントに参加してくれればいい。そ
れで、最終的に、それをきっかけにして、会
館というものに興味をもってくれる若者が、
その中から出てくれればいい。」というのがC
さんの考えであった。
　シンガポール華人にとって、会館が必要不
可欠な存在ではなくなっている現在、後継者
候補にもなりうる若者を、いかにして、より
多く呼び込むかということは重要なポイント
になってくる。実際に、華人伝統行事とは直
接関係のない大きなイベントを企画して効果
が表れているわけであるから、Ｃさんがこの
方法を勧めることも、他の会館が追随して同
様の企画を行うことも理解できる。
　Ｂさんのように「伝統」に矜持を持ち続け
るか、Ｃさんのように「脱伝統」で活性化を
47） Cさん（匿名希望）は、インタビューした2007
年当時、50代後半、男性である。
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図るか、というのは、現在、会館が直面する
問題でもある。
8，むすびにかえて：「華人会館」にしかでき
ないことを再検討する
　リー・クアンユー元首相が、2011年に、「華
人会館は、21世紀の時勢にかなうように変容
しなければならない」と述べたように、「時勢
に合わせた華人会館の在り方」を再検討して
いくことが重要であるだろう。筆者は、変容
が必要とされる状況で、それでも「華人会館
でなければできない活動」、「華人会館がシン
ガポールにとって重要な存在であることをア
ピールできる活動」、「国益にかなう活動」が
重要であると考えている。
　1980年代以降、「各民族グループが自らの文
化やルーツを知ることこそが、国民統合の重
要なカギになる」という考え方が、政府によっ
て語られるようになった。その考え方は、現
在も変わっていない。むしろ、「各民族の伝統
文化は、シンガポールの特色とであり、継承
していかなければならない文化遺産である」
という認識が、かつてよりも、より一層強調
されるようになっている。
　その意味を考えると、まずは、華人会館は、
Ｂさんが企画した活動のように、「華人伝統文
化の継承および発揚」を、より一層積極的に
行っていくべきであると考える。旧会館系の
学校に対する華人会館による支援も、「華人伝
統文化の継承および発揚」の一環であると言
えるだろう。
　２つ目は、華人会館が、「民族間の架け橋」
としての役割を果たすことである。政府は、
独立以降、多民族国家をまとめるために、「民
族融和」を常にアピールしてきた。華人会館
の存在は、一歩間違えば、民族を分裂させる
機能も持ち合わせている（と独立直後は考え
られてきた）が、「民族間の架け橋」としての
機能を、それ以上に持ち合わせているといえ
る。
　政府の民族融和政策を支持する動きは、早
い段階から徐々に始まっていた。例えば、
1977年に、「晋江会館」が、一部の会館機能を、
晋江出身者以外の華人や、他民族にも開放し
ており、2007年に、「福建会館」が、マレー語
会話クラスを開講している。また、「同安会館」
もまた、マレー舞踊クラスを開講している。
48）「新加坡宗郷会館聯合総会」も、2005年以降、
マレー伝統文化館、回教寺院、ヒンズー教寺
院への訪問を企画したり、福建寺院見学や華
人文化講座にマレー系住民を招待したりする
などといった、他民族との交流活動である「会
館走透透シリーズ」49）を開催している。そし
て、近年では、他民族と各民族の食文化を通
して交流するという趣旨の、「種族和諧美食心
連心」50）と名付けられたグルメ・フェスティ
バルイベントも開催している。
　実際に、シンガポールの他民族（マレー系、
インド系、アラブ系などの人々）は、華人文
化について一定の理解はあっても、中国の地
方文化についての理解は深くはない。他民族
が、華人会館が企画する交流イベントに参加
することによって、単なる「華人文化」に触
れるだけではなく、福建、広東、潮州、海南
といった異なる地域の華人文化を理解するこ
とも可能となるのである。そういう意味では、
こういった中国の地方文化理解の交流活動
は、「華人会館」でなければできない活動であ
ると言えるだろう。
　３つ目は、「華人のネットワークの構築およ
び情報の提供」を行うことである。近年、華
人会館は、新移民および新移民組織との交流
に積極的であるが、その交流の中で、シンガ
ポールについて認識が浅い新移民が、シンガ
ポール社会に溶け込めるように、華人会館が、
同じ「華人社会の構成員」として、より多く
の情報を提供していくべきである。そして、
48） 李焯然『回顧25：宗郷総会二十五週年文輯』、
新加坡宗郷総会聯合総会、2010年、77頁。
49） 最近の活動は、2014年4月18日に実施された「中
央シーク寺院見学」であり、40人を定員とする
参加者を募った。事前にシーク寺院を見学する
際の服装や禁忌についての説明もきちんとなさ
れていた。「中央シーク寺院見学」活動につい
ての詳細は、以下を参照：http://www.sfcca.sg/
node/1345
50） 「種族和諧美食心連心」については、以下を参
照： http://www.sfcca.sg/news/2009-8-12-clan-
association-held-racial-harmony-heart-to-heart-
food-of-the-general-assembly
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彼らとの人的ネットワークを構築していくべ
きである。
　従来から、華人会館は、海外の地縁・血縁
組織とのネットワークを構築することに貢献
していた。例えば、「世界福清同郷聯誼会」の
ように、シンガポールの華人会館が中心と
なって、世界的な同郷組織を作るケースも、
1980年代以降、増加している。51）1990年代
後半までは、華人が表立って地縁・血縁団体
を組織することができなかったインドネシア
では、現地の華人企業家たちが、シンガポー
ルの華人会館のメンバーになり、シンガポー
ルの華人会館を通して、世界の同郷人たちと
ネットワークを築いていた。52）こういった
ネットワークの構築や情報の提供は、政府や
個人ができないことであり、華人会館である
からこそ可能なことである。シンガポールの
華人会館は、こういったネットワーク作りに
は、経験上からも長けていると言える。
　以上のような「華人会館でなければでき
ない活動」、「華人会館がシンガポールにとっ
て重要な存在であることをアピールできる活
動」を積極的に行うことによって、華人会館
は、より一層の活性化を図っていくべきであ
る。それは、国際都市、多民族都市としての
シンガポールの強みともなり、シンガポール
の国益にもつながることになるといえるだろ
う。
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３．ウェブサイト
福建省情資料庫：http://www.fjsq.gov.cn/Show
 Text.asp?ToBook=3161&index=1880&
新加坡当商公会：
 http://www.singpawn.org/index.cfm
新加坡車商公会：
 http://www.autoparts.com.sg/
新加坡宗郷会館聨合総会：
 http://www.sfcca.sg/
岡州会館楽劇部：http://www.chinanews.com/
 hr/2013/11-04/5458203.shtml
南洋客属総会合唱団：
 http://www.sfcca.sg/node/1069
鶴山会館国術醒獅団：http://sghoksan-cl.
 blogspot.hk/p/blog-page.html
潮州美食講座：http://www.sfcca.sg/node/1308
関公文化講座：http://www.sfcca.sg/node/1377
華裔館：
 http://chc.ntu.edu.sg/Pages/index.aspx
シンガポール社会に溶け込むための講座：
 http://www.sfcca.sg/node/1397
シンガポール人の集団潜在意識を読み取る講
座：http://www.sfcca.sg/node/1258
シンガポールのインド族の歌舞風情：
 http://www.sfcca.sg/node/1362
愛国歌唱大合唱：
 http://www.sfcca.sg/node/393
リー・クアンユー元首相の談話：
 http://www.sfcca.sg/node/401
リー・シェンロン首相の談話：
 http://www.sfcca.sg/node/393
通商中国：http://www.businesschina.org.sg/
華族文化センター：
 http://www.sfcca.sg/node/1422
中央シーク寺院見学：
 http://www.sfcca.sg/node/1345
 種族和諧美食心連心：
 http://www.sfcca.sg/news/2009-8-12-clan-
association-held-racial-harmony-heart-to-
heart-food-of-the-general-assembly
